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はじめに 

積雪寒冷地である北海道の河川では、融雪出水後

の土砂堆積による裸地の形成時期とヤナギ類の種子散

布時期とが合致することなどから河畔にはヤナギ林が

多く分布している。河岸延長に対する河畔のヤナギ林

の延長比率は、関東、四国、九州などの寡雪地帯では

約 1割であるのに対し、北海道のそれは約 7割となっ

ている 1)。こうした河畔林は、河川の景観を特徴づけ

ているとともに、生態系の構成要素として重要な役割

を担っている一方で、洪水時には水位の上昇や流木の

発生原因となることが懸念されている。 
今後、多くの河川で河道掘削などが計画されてい

るが、河川管理を適切に進めていくためには、多様性

のある水際の保全と形成に努めながら、流下能力の向

上を図るための河道掘削や樹木管理を行っていく必要

がある。そのため、本研究では、河畔林の創出が可能

な河道断面の設定や維持管理の省力化を念頭においた

樹木管理手法について研究を行うものである。 

 

1.  研究の全体計画 

本研究では、樹林化の抑制に着目した河道断面設

定、樹木管理方法に関する技術的な手法などについて

調査検討を行い、それらの成果を最終的にガイドライ

ンとしてまとめる計画としている。 

 
図 1 河畔植生の維持管理を考慮した 

河道断面設定のイメージ 

 

 

１年目の本研究では、全道の河川において河道の改

変及び樹林伐開後の植生変化に着目した現地調査結果

などをもとに、既往文献や研究の検証を行いながらガ

イドラインの骨子を作成する。また、2年目は、ガイド

ラインの充実を図るために必要となる調査、検討を引

き続き実施するとともに、学識者等の助言を受けなが

らガイドラインのとりまとめを行うものである。 

 
 

2.  樹林化抑制に着目した河道断面 

本章では、はじめにセグメント別の樹林化の特徴を

概観し、次に樹林化を抑制する河道断面の設定の際に

留意すべき事項について考察した。また、掘削跡地で

のヤナギ類の定着抑制に関する現地試験の取り組みに

ついて報告する。 

 

 

図 2 ガイドライン作成の流れ 
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2-1 セグメント毎の樹林化の特徴 

河床勾配、河床材料などから区分されるセグメント

(表 1)は、河道特性を区分する基本的な単位であると同

時に、河川の生態系を空間的に区分する単位でもある。

(表 2)上流から下流にかけてセグメントが変化し、それ

に対応するように各種の群落が形成されている。一般

的な道内河川のヤナギ類の河畔林は、上流域ではオオ

バヤナギ、ドロヤナギ、中流域にエゾノキヌヤナギ、

オノエヤナギ、下流域でタチヤナギが優占するように、

縦断的に優占種が変化している2)。 

また、低地帯の有堤区間の河川地形は、おおよそ低

水路と高水敷に大別されるが、低水路内の土砂の堆積

地や高水敷の水際部は、水分の補給が容易でヤナギ類

の種子が定着しやすく河畔林が繁茂しやすいことから、

これらを上手くコントロールすることが河川管理の上

で重要となる。 

一般に、低水路内の攪乱作用は、上流から下流に向

かうほど小さくなる。(写真1)セグメント1では、流水

の撹乱作用による樹林化抑制が期待できるが、セグメ

ント2では流水の撹乱作用が減少するため、後述のよう

な冠水によるヤナギ類の種子定着抑制が必要となる。

セグメント3では、比較的に河畔林は少ないが、樹木抑

制の必要がある場合にはセグメント2と同様の対策が必

要となる。高水敷では、洪水時の水深が浅いうえ冠水

頻度が低いことから、低水路内のような流水の撹乱作

用は期待できない。そのため、セグメント1、2の高水

敷では樹林化することが多い。セグメント3では高水敷

上で降雨が滞水しやすくことなどから草本群落が発達3)

することが多い。高水敷では、冠水頻度が低いことか

ら、低水路内のような流水の撹乱作用の影響は及び難

い。セグメント1、2では樹林化傾向となるが、セグメ

ント3では湿地状態となることが影響するなど草本群 

落が発達3)することが多い。 

 

表1 各セグメントとその特徴4) 

2-1 2-2

地　形　区　分

河 床 材 料 の
代 表 粒 径  dR

さまざま 2cm以上 3cm～
1cm

1cm～
0.3mm

0.3mm以下

河岸構成物質

河床河岸に岩が
出ていることが
多い．

表層に砂，シル
トが乗ることが
あるが薄く，河
床材料と同一物
質が占める．

シルト，粘土

勾 配 の 目 安 さまざま 1/60～1/400 1/5000～水平

セグメント3
セグメント2

セグメントM セグメント1

1/400～1/5000

下層は河床材料
と同一，細砂，
シルト，粘土の
混合物．

山 間 地 扇 状 地
谷底平野

自然堤防帯
デ ル タ

 
 

表2 各セグメントの低水路内、高水敷の樹林化特性 
セグメント 低水路内 高(中)水敷

1 砂州・河原(裸地) 樹林化傾向

2 砂州の樹林化 樹林化傾向

3 水面
樹林化抑制傾向
(草本植生の繁茂)  

 

写真1 石狩川の各セグメントの様子 

セグメント1 

セグメント2-1 

セグメント2-2

セグメント3 
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2-2  樹林化抑制を考慮した掘削方法の検討 

(1)   低水路内 
1)セグメント1 

最近では、攪乱作用の指標となる無次元掃流力τ*と

植生の流出の関係について着目されており、例えば、

多摩川と千曲川での草本植生とτ*の関係からは、植生

流出の抵抗力が弱いタイプ(オオアレチノギク、カワラ

ヨモギ、ヨモギなど)の場合は、τ*が 0.06～0.09 で流

出、抵抗力が強いタイプ(オギ、ススキ、ツルヨシ、ク

サヨシなど)の場合は、τ*が 0.08～0.14 で流出、吉野

川では砂州に拡大している外来草本種シナダレスズメ

ガヤの場合は、τ*が 0.13 以上必要と報告されている
5),6)。また、忠別川の砂州におけるヤナギ林の分布頻度

は、平均年最大流量時のτ*が 0.07 より大きい箇所で

極端に低いことが旭川開発建設部の調査で明らかにな

っている 7)。このように、掘削時の検討ではτ*が植生

のコントロールのための重要な指標となる。 

このため、流水の攪乱作用が大きいセグメント 1 に

おいては、所定のτ*が確保できるよう、川幅、水深を

考慮した河道断面設定が重要となる。 

また、豊平川でのヤナギの稚樹密度と立地環境(冠水頻

度、比高、τ*、粒径)との関係からは、稚樹密度は種

子散布時期（融雪期）と成長期の冠水頻度との関係が

強く、ヤナギ類の種子散布時期に掘削面が冠水し種子

定着を抑制すること8)が考えられ、掘削面の高さについ

ては融雪期の水位が重要な指標となる。 

なお、上記の吉野川におけるシナダレスズメガヤの

検討では、ヤナギ群落内に分布している場合、林の地

表面付近のτ*に及ぼす樹木群の影響を考慮することが

難しいことも指摘されており6)、今後τ*と植生の流出

に関する知見の蓄積が必要となる。 

2)セグメント2 

低水路拡幅後には土砂の流送力が小さくなり、河道

内に土砂を堆積しやすくなるため、川幅が元の低水路

幅へと戻ろうとする。これは摩擦速度 u*の 2 乗と河床

材料との関係であらわされ、この関係を大きく崩すよ

うに拡幅すると、川幅は元に戻るか、u*が減少した場

合には河床材料が細粒化する(図 3)9)10)。このセグメン

トでは低水路拡幅が検討されることが多く、その際は

u*、河床材料を考慮した断面設定を行うことが河道安

定のために重要となる。 

このようなことを踏まえ、セグメント2においては、

河道形状が維持されるよう適切なu*が確保されること

が重要であり、掘削高は図4のTypeⅠ、あるいはTypeⅡ

のように、平水位などの低い高さとするなど、セグメ

ント1と同様に融雪期に掘削面を冠水させること8)が考

えられる。また、土砂堆積を抑制し掘削面の高さを維

持するには、適切なu*が確保されているかをチェック

する必要がある。ただし、掘削後の植生の応答に関す

る知見は少ないのが現状であり、掘削後の地形や 

 

図 3 人工的河道改変後の河道の応答 
 

 

植生の応答を把握しながら順応的管理を行っていく必

要があると考えられる。 

3)セグメント3 

セグメント 3 では低水路内に砂州が発生しておらず

河岸以外にほとんど樹木は存在していない(写真 1)。し

かし、新たに河岸の掘削を計画している箇所について

は、前記のセグメント 2 と同様に、ヤナギ類の種子定

着抑制を考慮した掘削高や、掘削面の高さを維持する

ための適切な u*が確保されているかのチェックが必要

となる。 

 
(2)   高水敷 
人為的に形成された裸地、冠水による土砂堆積や侵

食により形成された裸地は、先駆種であるヤナギ類の

好適な定着地となる。したがって、高水敷掘削では、

裸地の発生を抑えるため、融雪時に冠水しない高さと

することがヤナギ類の定着抑制になると考えられる(図

4TypeⅣ)。また、草本植生による裸地の減少、定着実

生の被圧による抑制を期待し、草本類の種子が含まれ

ている掘削前の表土を掘削後に敷き均すなど、早期の

草本植生の再生のための表面処理などが有効と考えら

れる(図4TypeⅢ)。 
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融雪期最大水位

Type Ⅳ　融雪期に冠水しない高さで掘削

融雪出水後の裸地形成の回避

Type Ⅱ　種子散布中は冠水している高さで掘削

ヤナギ類の種子定着の回避。ただし、土砂堆積

による河床の上昇分を考慮

Type Ⅲ　草本植生によるヤナギ類の定着抑制

ヨシ等の草本植生再生により、ヤナギ類の定着抑制

草本植生

Type Ⅰ　砂州の維持によるヤナギ類の定着抑制

適度な撹乱作用により、砂州が維持され、種子

の定着を抑制

河原・砂州

融雪期最大水位

 

図4 ヤナギ類の定着抑制を考慮した河道断面 

 

 
2-3  掘削跡地でのヤナギ類定着抑制に関する検討 

河道掘削後には、ヤナギ類による樹林化が想定され、

それによる流下阻害が懸念される。後志利別川では、

掘削後におけるヤナギ類の定着化による流下阻害の防

止を目的に、阻害の影響が少ない草本植生の早期再生

を検討している。ここでは、「草本類の早期再生を目

指した箇所における 3 年後の植生状況」「冠水頻度の

違いによるヤナギ類の侵入と表土復元の有無を考慮し

た試験掘削」の取り組みを報告する。 

(1) 草本類の早期再生を目指した試験地における3年後

の植生状況 

実施箇所は後志利別川下流右岸のKP2.8～KP6.4の区間

で、高水敷にヨシ類などの草本類が優占しており、河

岸部にはヤナギ類が繁茂していた。この区間では現地

の状況から中水敷掘削を実施するにあたり、草本植生 

の早期再生とヤナギ類の定着抑制を目的とし、掘削面 

  

図5 掘削形状と表土復元(KP2.8～6.4) 

施工前の植生はオオイタドリ、ヤナギ林。 

掘削は2006年8～11月に実施。 

 

 

図 6 掘削 3年後の植生断面(KP4.6 右岸) 

ヤナギ、オオイタ

ドリなどが優占 

クサヨシ、オオヨ

モギなどが優占 

クサヨシ、オニウシノ

ケグサなどが優占 

 
 

に現地の表土を戻し、早期の植生回復を図る取り組み

を行った。また、掘削断面形状は、河岸部の魚類の生

息環境の保全と多様な水辺空間の創出に配慮し、河岸

部のヤナギ類を一部残し掘削高を平水位程度に設定し

て必要な断面分を掘削する形状とした。(図5)。 

3年後の植生断面から、試験箇所での植生回復は顕著

であり、クサヨシ、オオヨモギなどが優占しており(図

6)、現状の表土を復元したことによる効果があったと

考えられるほか、施工時期がヤナギ類の種子散布時期

(5～6 月)を避けたこともヤナギ類の定着を抑制できた

一因とも考えられる。また、河岸部を残した断面形状

のため、冠水しづらい状況であり堆積土砂の影響も少

なかったことも要因と考えられる。 

現地は、草本類が優先していた表土を戻すことによ

り掘削前とほぼ変わらない状態に植生が回復したが、

表土を戻す際は、回復を期待する植生により、掘削前

後の地下水位の状況や土質成分の把握が必要になるこ

とも考えられる。今後は、ヤナギ林の定着抑制状況の

確認を行うとともに、河岸部の既存のヤナギ林につい

て、将来における流下阻害の可能性を検討し、必要に

応じて樹木管理を実施していく予定である。 

河岸を残して掘削 
（土砂の抑制） 

河岸掘削 
（ヨシ原が定着後） 
（河岸はヤナギ生育） 

平水位 

ヨシ原の形成 ヨシ導入（表土復元） 

平水位 
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図7 冠水頻度、表土復元の有無を設定した 

掘削試験(KP5.2～5.4) 

  
 
(2) 冠水頻度の違いによるヤナギ類の侵入と表土復元

の有無を考慮した試験掘削 

草本植生の早期再生とヤナギ類の定着抑制を目的 

に、掘削高をヤナギ類の種子散布時期となる 5～6 月

の冠水頻度が 100、50、10%となるよう(1998-2007 年の

10 ヵ年平均)3 段階に設定して冠水頻度、表土復元の

有無を組み合わせた試験施工を2008年 12月に実施し

た(図 7)。モニタリングは、横断測量のほか、施工後

の冠水頻度、植生状況、ヤナギ類の進入状況、土質 

試験について実施している。 

冠水頻度の高さに応じて土砂の堆積、ヤナギ類の

進入傾向がみられるが、土質成分とヤナギ類の定着の

関係性は明確ではない。この調査結果で特筆すべきは、

表土復元処理を実施した区画には冠水頻度に関わらず、

ヤナギ類が侵入していないことである。 

草本植生の導入(表土復元)は、ヤナギ類の定着に対

し抑制効果を示しているものと推察する(図 7)。ヤナ

ギ類の定着と草本植生・冠水頻度の関係性については、

今後もモニタリング調査を継続し、特に冠水頻度との

関係性について検討を進めたい。 

 

 

 

3.  効果的な樹木管理を行うための伐採方法 

 

治水条件によっては樹木伐採が必要な箇所もある。

近年では、効果的な伐採手法を把握するために様々な

試験が実施されている。ここでは、伐採後の萌芽再生

の抑制及び、ヤナギ林の密度低下などの樹林構造に着

目した試みについて紹介する。 

3-1  伐採方法と萌芽再生の抑制 

ヤナギ類の萌芽再生は旺盛であることから、それら

を抑制する効果的な伐採手法が必要となり、図 8 のよ

うな伐採部位を変えた比較13)14)、樹皮剥皮15)、あるいは

皆伐、間伐処理の比較 16)などが行われている。このよ

うな試験から、萌芽本数、体積の抑制には、単幹状の

場合は根元で伐採し、二股状などでは根元で幹を残し

て伐採することが効果的なことが報告されている 13)。

また、樹皮の内側に分布する休眠芽を取り除く樹皮剥

皮が、萌芽抑制に有効なことも報告されている 15)。他

方、間伐などにより光環境が改善されると草本類が優 

占する、そしてそれらがヤナギ類の萌芽枝との競争関

係により、萌芽枝の枯死、成長抑制へとつながること

が報告されている16)。 

ただし、上記のような伐採と萌芽再生に関する報告

の多くは、伐採後 1、2 年のものが多い状況である。萌

芽本数と伸長量には負の相関があるとの報告もあり 17)、

初期に萌芽本数を抑制できた箇所は樹林構造としてど

のように変化するかという経年変化の蓄積が望まれる。 
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樹皮剥皮の試験 

 

伐採部位を変えた試験 

 

図8 樹皮剥皮15)や伐採部位を変えた18)試験 

 

 

3-2  伐採試験12年後の河畔林の構造 

(1)  試験概要 
河畔林の構造は洪水時の疎通能力を検討する上で重

要な要素となる。しかしながら、伐採後の密度、蓄積、

枝下高などの河畔林の構造に着目した報告は少ない状

況である。その様ななか平成 9 年度指定課題では、尻

別川、留萌川、常呂川、沙流川、夕張川において、

1997 年に皆伐区(根元から 10cm の高さで伐採)、下枝払

い区(尻別川では計画高水位の約6mまでを枝打ち)、50%

伐採区(本数比率で 50%残す)、75%伐採区(本数比率で

25%残す)の試験区からなる方形調査区が設定された(図

9)19)。今回は、その内の尻別川における 12 年後の河畔

林の構造をについて、今後の樹林管理の基礎資料とす

ることを目的に調査を実施した。なお、河岸の土砂堆 

 
図9 方形調査区の位置(KP20付近) 

伐採前のヤナギ林は、エゾノキヌヤナギが優占する樹

齢 8～12年、樹高 8～10m の一斉林。1つの試験区のサ

イズは10m×20m。 

 
積地に位置する方形調査区の冠水日数は 5.5 日/年

(1997-2008年平均)である。 

 

(2)  12年後の樹林構造 

伐採前のヤナギ林は、エゾノキヌヤナギが優占する

樹齢8～12年、樹高8～10mの一斉林であった。 

伐採 12 年後の河畔林の構造は、全体的に、伐採前と

12 年後の状況から、時間経過とともに、樹幹密度(単位

面積あたりの幹の密度)が低下、蓄積(胸高断面積合計

BA)が増加、樹高、DBH(胸高直径)は増加していた(図

10)。 

12 年後の樹幹密度は、皆伐区が最も低く、それ以外

の試験区では自然淘汰による密度低下の影響が大きい

と思われ、顕著な違いはみられなかった(図10)。 

BA では、樹幹密度と同様、皆伐区が最も低く、それ

以外の試験区では太さ方向の成長といった経年的な影

響が大きいと思われ、顕著な違いはみられなかった(図

10B)。 

樹高、DBH は、個体数の少ない皆伐区でバラツキは小

さいが、それ以外の試験区ではバラツキが大きく、顕

著な違いはみられない状況であった(図 10C,D)。平均値

でみると、75%伐採区で若干小さい傾向であった。 

 
 

1 2 3 4 

栄橋 

1996 

2007 

1： 皆伐区 

2： 下枝払い区 

3： 50%伐採区 

4 75%伐採区

樹林化が進行し副流路の

幅が縮小 

40m

10m

20
m

 

樹皮剥皮(全周) 

10cm高で伐採 

樹皮剥皮(全周) 

20cm高で伐採 

樹皮剥皮(1/2周) 

20cm高で伐採 
樹皮剥皮(1/3周) 

20cm高で伐採 

対象樹形：単幹、双幹、叢生状 

伐採部位：根元、胸高など 

1： 皆伐区 

2： 下枝払い区 

3： 50%伐採区 

4： 75%伐採区 
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枝下高の調査は、伐採前、伐採直後(翌年)には実施さ

れてない。データは生存個体に対するものである。エ

ラーバーは標準偏差、棒グラフの数値は平均値を示す。 

 

 

枝下高は、伐採時のデータがなく初期状態は不明で

あるが、12 年後には皆伐区で平均値 5.1m、下枝払い区

4.3m、50%伐採区 4.4m、75%伐採区 3.7m となっており、

下枝払い区で高い枝下高を維持している様子はみられ

なかった(図10E)。 

なお、50%伐採区、75%伐採区の樹高、DBH の平均値が

伐採直後に若干増加傾向にあるのは、伐採時に DBH3cm

以下の個体を全て伐採した影響によると考えられる。 

 
(3)  今後の予定 

今後、平成 9 年度指定課題で同様な試験が行われて

いる留萌川、常呂川、沙流川、夕張川で調査を実施し、 

表3 調査地 

担当開発建設部 地点数

石狩川 40

函館 10

小樽 3

旭川 71

室蘭 16

釧路 11

帯広 31

網走 47

留萌 18

稚内 3  

 

 

冠水頻度の違いによる河畔林の構造の変化などを把握

する。 

 

 

4.  全道の工事箇所の樹林化状況調査 

前記のように、河道断面、樹木管理の検討には、工

事後の地形、植生の応答に関する基礎的情報が必要と

なるが、現状ではそれらは把握されていない。また、

様々な試験施工を実施し、おおよその基礎的情報が揃

うまで、樹木管理、河道断面設定を待つことはできな

いため、全道河川において、過去に行った掘削、伐開

箇所を抽出し、その後の樹林状況の調査を実施し(表 3)、

樹木の進入状況、それらの成育状況を把握することは、

樹林化抑制、樹木成長特性など、有益な情報が得られ

ると考えている。今後、本調査結果などから 2 章で述

べた河道特性毎の樹林化抑制手法の検証を行う。 

4-1  調査方法 

調査は各開発建設部で実施している。現地では、周

辺状況(植生状況、地形)を考慮し、その地点を代表す

る範囲で方形区(10m×10m)を設定した。調査項目は、代

表的な進入樹種、本数、樹高、DBH、樹齢、冠水頻度、

冠水時期などである。 

4-2  評価方法 

得られたデータは、まず、樹木密度、樹木生育特性

に対し、冠水頻度、工事後の経過年数、セグメントな

どを用いた線形モデルから影響の大きな要因をスクリ

ーニングする。そして、抽出された影響の大きな要因

を軸に、樹林化抑制に関する考察を行う予定である。 

 

 

5.  ガイドラインの骨子（案） 

我々が実際に河道掘削や樹木管理を行っていく上で

は、現場の治水条件や環境条件を把握するための事前

の調査、その現場に合った河道断面設定や伐採範囲・

区間を設定する計画、現地状況に対応した工事の実施、

図 10 伐採前後の(A)樹幹密度、(B)BA、

(C)樹高、(D)DBH及び、(E)12年後の枝下高

(A) 

(B) 

(C) 

(D) 

(E) 

4.3 4.4 3.7 5.1 
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表4 ガイドラインの骨子(案) 

 

 

施工後の状況を把握するモニタリングなどの維持管理、 

といった一連の作業がある。これら各段階における課 

題として、環境面の機能を保持し、かつ施工時の樹林

化抑制を考慮した掘削断面・掘削高をどのように設定

するのか、施工時の配慮事項の整理、また、樹木伐採

後数年で元の状態に戻ってしまうため萌芽などを抑制

する効果的な伐採手法、どの程度まで繁茂した状態で

次の伐採を行うかといったタイミングの問題、施工後

のモニタリング手法の問題が上げられる。 

よって、これらの課題に対しガイドライン骨子

（案）では、調査、計画、工事、維持管理の各段階に

おける、低水路の掘削断面設定、高水敷の掘削高の設

定、樹木管理を行う際の判断基準や考え方、手法など

について技術的な部分を整理する。 

本年の研究では、一案として河道特性から樹木抑制

手法の検討を進めているが、前述の樹林化状況の調査

に加え、今後各種文献を整理していく中で、北海道に

当てはまる手法や数式などの検証を行い、河道特性以

外の視点からも検討を進めガイドラインに反映させる

ことを考えている。 

 

 

おわりに 

今年度は、文献や既往の研究成果をもとにガイドラ

インの骨子の作成を行った。また、過去に河道掘削あ

るいは樹木伐採を行った箇所の樹木の追跡調査を開始

した。これら追跡調査の結果および分析結果について

は次回の報告としたい。次年度は、現地調査を含め多

角的な視点でさらに分析を行い、ガイドラインの作成

を行っていく予定である。 
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